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内科系コース

1 2 3 4 5 6 （年）

国家試験
合格

初期研修 内科専門研修 サブスペシャリティー

160症例以上登録
29症例サマリー作成

専門医試験
専門医取得
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循環器内科
消化器内科

下記以外の分野





プログラム例

• サブスペシャリティを先に決定し、新久喜総合病院での研修
中はサブスペ科で集中的に研修することも可能。

• ローテーションしながら複数科を回ることも可能。
新久喜総合病院 内科専攻医プログラム

1～2年次（新久喜総合病院） 3年次連携施設



プログラム例

• サブスペシャリティを先に決定し、新久喜総合病院での研修
中はサブスペ科で集中的に研修することも可能。

• ローテーションしながら複数科を回ることも可能。
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当院の特徴

新久喜総合病院 内科専攻医プログラム

当院は、埼⽟県北東部の利根医療圏に位置する総合病院です。
利根医療圏は病院数が少なく、地域にとってはなくてはならない病院
になっています。
当院は救急医療に⼒を⼊れており、年間5000台以上の救急⾞を受け
⼊れています。



当院について
• 院⻑ 志⽥晴彦

診療科：総合診療内科、呼吸器内科、循環器内科、
消化器内科、糖尿病・代謝内科、腎臓内科、脳神経
内科、外科、消化器外科、肛⾨外科、呼吸器外科、
整形外科、脳神経外科、形成外科、⽪膚科、泌尿器
科、婦⼈科、乳腺外科、眼科、⽿⿐咽喉科、リハビ
リテーション科、放射線科、⿇酔科、救急科、⼼臓
⾎管外科、病理診断科、⼩児外科、リウマチ科
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各種認定・指定

新久喜総合病院 内科専攻医プログラム

教育研修病院認定施設（新専門医制度）
・日本内科学会認定医制度教育関連病院（専門研修基幹施設）
・日本外科学会外科専門医制度修練施設（専門研修基幹施設）

・日本形成外科学会認定施設（専門研修連携施設）
・日本整形外科学会専門医制度研修施設（専門医養成プログラム連携施設）
・日本脳神経外科学会（専門研修連携施設）
・日本救急医学会認定専門医指定施設（専門研修連携施設）
・日本麻酔科学会認定研修施設（専門研修連携施設）

・日本医学放射線学会認定修練機関（専門研修連携施設）
・日本消化器外科学会専門医制度認定施設
・日本呼吸器外科学会専門研修連携施設
・三学会構成心臓血管外科（専門医認定基幹施設）
・循環器専門医研修施設（研修施設）

・日本脳卒中学会認定研修教育病院
・日本がん治療認定医機構研修施設
・日本腎臓学会認定教育施設
・日本乳癌学会専門医制度関連施設
・日本大腸肛門病学会認定施設

・日本消化器内視鏡学会指導連携施設
・日本腹部救急医学会認定施設
・再建マイクロサージャリー
・日本病院総合診療医学会認定施設
・心血管インターベンション治療学会研修関連施設

・日本肝胆膵外科高度技能専門医修練施設
・日本泌尿器学会専門医教育施設拠点教育施設
・日本外科感染症学会周術期感染管理医教育施設

各種指定
・救急告示病院
・災害拠点病院

・地域医療支援病院
・埼玉県がん診療指定病院
・埼玉県立がんセンター医療連携施設
・輪番制2次救急病院
・労災指定病院

・生活保護指定病院
・結核予防指定病院
・厚生医療指定病院
・原爆医療指定病院
・戦傷病者特別援護法指定病院

・公害健康被害補償法指定病院
・難病指定医療機関
・埼玉県DMAT指定医療機関
・日本医療機能評価機構認定病院



当院の内科専⾨医プログラムについて
募集⼈員：5名/年
専⾨プログラム
総合内科
循環器内科（サブスペシャリティ）
消化器内科（サブスペシャリティ）
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内科専⾨医プログラムについて

新久喜総合病院 内科専攻医プログラム

新久喜総合病院内科専門研修プログラム

基幹施設 ： 新久喜総合病院
連携施設 ： 東京品川病院、新⼩⽂字病院、福岡和⽩病院、埼⽟医科⼤
学国際医療センター、埼⽟医科⼤学総合医療センター、JHCO東京新宿メディカル
センター
特別連携施設 ： 所沢明⽣病院、狭⼭中央病院

けやき内科、宮本町内科クリニック、上新井くろかわクリニック
次年度以降連携予定： 済⽣会加須病院など

※基幹施設にて最低1年間以上、連携施設・特別連携施設で1年間以上の研修を必
須とする。
特別連携施設での研修は1年間を超えないものとする。



新久喜総合病院 内科専攻医プログラム

新久喜総合病院内科専門研修プログラム統括責任者

プログラム統括責任者 前淵⼤輔（⿅児島⼤学卒）
循環器内科部⻑
内科認定医・総合内科専⾨医
循環器学会専⾨医
⽼年病学会専⾨医・指導医
⽇本⼼⾎管インターベンション学会認定医・専⾨医
⽇本医師会認定産業医
⽇本⽼年医学会⾼齢者栄養療法認定医
⼼エコー図学会SHD認証医

新久喜総合病院指導医

⽵之下拓（群⾺⼤学卒）
神経内科部⻑
内科認定医
神経内科専⾨医・指導医
脳卒中専⾨医
⽇本リウマチ財団リウマチ登録
医
⽇本病院総合診療医学会認定医
免疫療法認定医
⽇本医師会認定医産業医

⼾頃康男（杏林⼤学卒）
循環器内科部⻑ 橋本治（信州⼤学卒）

循環器内科医⻑
総合内科専⾨医
循環器内科専⾨医
⽇本⼼⾎管インターベン
ション学会認定医・専⾨医
不整脈学会専⾨医

前⾕容（東邦⼤学卒）
消化器内科部⻑兼内視鏡セン
ター⻑
総合内科専⾨医・指導医
消化器病学会専⾨医・指導医
内視鏡学会専⾨医・指導医
胆道学会認定指導医
腹部救急医学会認定医・指導医
がん治療認定医
PEG学会・在宅医療学会認定胃
瘻造設者

佐⼭遥平（帝京⼤学卒）
代謝糖尿病内科
内科専⾨医
内分泌糖尿病専⾨医

⾦⼦美和（東邦⼤学卒）
腎臓内科
内科認定医



総合診療内科

総合診療内科では、さまざまな専⾨を持つ指導医による教育の
もと、主治医として患者を担当し、幅広い知識や診療のスキル
を習得していきます。
当院の神経内科や⾎液内科、膠原病内科、代謝内分泌内科、呼
吸器内科、腎臓内科と連携して専⾨的な疾患も診療を⾏ってい
き、総合的な診断治療能⼒を⾝に着けていきます。
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総合診療内科の業務内容
1. 総合診療内科外来：初診患者や近医から原因が特定できず
に紹介していただいた患者の外来診療を引き受けています。

2. 病棟業務：⼊院が必要な外来患者や、救急でERに搬送され、
内科治療が必要な⼊院患者を引き受けています。

3. 救急業務：研修医と⼀緒にERで重症患者の診療に当たりま
す。

4. 研修医教育：屋根⽡式で研修医教育にも携わっています。
5. ⼿技：中⼼静脈確保や胸腔、腹腔穿刺、腰椎穿刺など⼀般
的な内科的⼿技の他、⽣理検査や内視鏡検査、カテーテル
検査など希望する検査室で検査にも携わることができます。
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プログラム例

新久喜総合病院 内科専攻医プログラム

毎朝研修医を対象に⾏われている救急カンファや午後の病棟カンファ
に加えて、毎週内科カンファレンス、腎臓内科カンファレンス、呼吸
器内科カンファレンスなどの多彩なカンファレンスが⾏われています。
また、今後は近隣の⼤学病院などの総合内科カンファレンスへの参加
も検討しております。

⽉曜⽇ ⽕曜⽇ ⽔曜⽇ ⽊曜⽇ ⾦曜⽇
午前 外来 病棟業務 救急外来 外来 病棟業務
午後 内科カン

ファレンス
内視鏡検査 病棟業務 病棟業務 エコー検査



総合内科専攻医の進路
• 当院総合内科では、幅広い患者層を対象とし、開業などを⽬
指した地域医療に貢献できる医師や研修医などの教育ができ
る医師を育てることを⽬標としています。

• 当院総合内科卒業後は、総合内科専⾨医として当院および各
病院で活躍したり、⼤学病院へ⼊局したりすることができま
す。

• 当院内科に所属する神経内科や⾎液内科、膠原病内科、代謝
内分泌内科、呼吸器内科、腎臓内科専⾨医に従事し、それぞ
れの専⾨に進むことも可能です。

• また、プログラムの途中で循環器内科や消化器内科のプログ
ラムに変更することが可能です。
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当院における症例数

新久喜総合病院 内科専攻医プログラム

2018年度
総合
内科

消化
器

循環
器

内分
泌

代謝 腎臓 呼吸
器

⾎液 神経 アレ
ル

ギー

膠原
病

感染
症

救急

年間⼊院症例数 3801 1440 1160 86 233 427 551 140 635 77 48 163 1164

年間外来症例数 13366 13868 13664 814 4146 6966 5480 607 6692 215 182 205 5911

疾患群の充⾜度 3/3 9/9 10/10 1/4 5/5 7/7 8/8 3/3 9/9 2/2 2/2 4/4 4/4

当プログラム症例数（2020年）

当プログラムでの剖検数は2018年（6件）、2019年（17件）、2020年（10件）
です。



当院の実績

新久喜総合病院 内科専攻医プログラム

2020年度 循環器内科 消化器内科 呼吸器内科 神経内科 代謝糖尿病内科

初診 614 762 200 206 79

外来患者数 16064 6719 2007 4143 4767

⼊院患者数 1381 468 87 137 99

2021年度 循環器内科 消化器内科 呼吸器内科 神経内科 代謝糖尿病内科

初診 649 949 66 193 69

外来患者数 16442 8271 1366 4155 4967

⼊院患者数 1629 823 246 141 188

2021年度
救急⾞搬⼊件数：5374件（うち内科症例の割合約30％）
救急⾞搬⼊での⼊院患者：2906件（うち内科症例の割合779件）



⼿技件数
⼼カテ
2020年度 合計 平均 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉
⼼カテ 1044 87 79 80 114 108 87 95 93 69 97 95 50 77
内）PCI 486 41 47 31 49 48 49 48 45 41 44 33 20 31
2021年度 合計 平均 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉
⼼カテ 1035 86 102 84 104 98 72 86 93 88 83 89 64 72
内）PCI 466 39 42 42 44 41 31 43 35 39 38 46 29 36

内視鏡
2020年度 合計 平均 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

G I F 3616 301 146 143 320 366 328 429 398 369 369 356 230 162
C F 1247 104 95 71 96 116 88 113 94 107 142 130 103 92
B F 5 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 2 0 0
E R C P 201 17 24 23 25 17 13 18 12 14 15 17 14 9
ESD 55 5 6 7 2 3 2 5 3 4 7 8 3 5
EMR・ポリペク 389 32 20 22 25 22 18 27 47 42 60 43 27 36
合計 5513 459 291 267 469 524 449 592 554 537 593 556 377 304

2021年度 合計 平均 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉
G I F 5323 444 171 399 505 448 468 500 529 488 503 440 406 466
C F 1333 111 93 102 103 95 124 117 119 100 135 116 101 128
B F 19 2 0 2 2 2 2 1 1 3 3 2 0 1
E R C P 229 19 22 20 29 23 22 21 15 15 25 21 9 7
ESD 53 4 3 4 3 4 2 3 4 3 8 6 7 6
EMR・ポリペク 559 47 50 28 31 37 45 53 53 52 55 51 44 60
合計 7516 626 339 555 673 609 663 695 721 661 729 636 567 668



募集要項
（ホームページより）



当院の研修プログラムの特徴
• 2021年度から新設されたため、各専攻医ごと
の個別のプログラムを提供可能

• 救急患者が多く、症例も豊富なため、研修中
の必要症例は⼗分持つことができる

• 特に消化器内科と循環器内科は症例数が多い
ため多くの⼿技数を経験することができる

• プログラム終了後グループ病院に残ることも
可能
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カンファレンス風景

専攻医中心の科のため、毎日カンファ
レンスや全体回診を行い、疾患に対す
る意見を出し合うことで、知識を集積さ

せています。



仕事中の⾵景

外来カンファレンスの風景 ERでの風景



消化器内科 (R1群⾺⼤学卒)
週に1回の外来(昨年は総合内科、今年は消化器内科)および
救急当番、それ以外は消化器内科に所属し病棟管理や内視
鏡検査などを⾏っています。受け持ち患者は10⼈前後であ
り、消化器疾患が中⼼ではありますが、肺炎や尿路感染症
などのコモンな疾患や重症敗⾎症やＤＫＡ/ＨＨＳなどの重
症な疾患など幅広く担当し、2年間で内科専⾨医に必要な症
例は経験できます。当院の特徴としては救急からの症例が
多く臨床現場に合わせた判断や治療が求められる場合が多
いです。メリットとしては⾃分の対応できる範囲が広がり、
現在は⾃由に様々なことを決められています。デメリット
としては、症例が多い分負担が⼤きいことですが、⾃分と
してはたくさんの経験ができたので良かったと思ってます。



総合内科のスケジュール（例）
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

8：30～ 救急カンファ 救急カンファ 救急カンファ 救急カンファ 救急カンファ

9：00～ 病棟回診 病棟回診 病棟回診 病棟回診 病棟回診

9：30～ 病棟業務 総合内科外来 内視鏡検査 総合内科外来 病棟業務

12：30～ 外来カンファ 外来カンファ 外来カンファ 外来カンファ 外来カンファ

13：00～ 病棟業務 病棟業務 病棟業務 病棟業務 ER当番

16：00～ 病棟回診 病棟回診 内科カンファ 病棟回診 病棟回診

17：00～ 病棟回診



総合内科 (R2秋⽥⼤学卒)

今年は、週２回総合内科外来をして、週１回内視鏡検査を
⾏い、週１回救急外来をしています。受け持ち患者は10⼈
程度であり、肺炎、尿路感染などの⼀般的な疾患から間質
性肺炎やギランバレーなど専⾨疾患なども担当できました。
当院のメリットは、当院の特徴として様々な疾患が総合内
科に集まってくることで、内科疾患はメジャーなものから
マイナーなものまで⼀通り主治医として担当できるところ
です。また、各科の垣根が低く、困ったことがあればすぐ
に相談できるところもメリットです。⼀⽅でデメリットと
しては、当直や救急当番など忙しいところですが、患者を
⾒つけることができる場としてメリットととらえています。



消化器内科 (R2東邦⼤学卒)

私は、週に1回総合内科外来をして、週に3回上下部内視鏡
検査、週1回救急外来を担当しています。受け持ち患者は
10⼈程度で、消化器疾患以外にも肺炎や尿路感染などの

common diseaseのほか、膠原病疾患なども担当していま
す。当院のメリットは、⼿技が多いことですが、⼊院患者
も⼀定数いるため、患者管理の⾯においても成⻑を実感で
きるところです。当直や救急当番など忙しい⽇もあります
が、その分消化管出⾎等の救急対応も経験することができ、

充実した毎⽇を送っています。



循環器内科 (R2年島根⼤学卒)

週に1回総合内科外来および⽇中の救急外来当番を⾏い、そ
れ以外は循環器疾患の病棟管理及びカテーテル検査・治療
を⾏っています。受け持ち患者は10⼈程度であり、⼼不全
や急性冠症候群のみでなく、間質性肺炎や敗⾎症、低体温
など幅広く⾒ています。当科の特徴として、夜間・休⽇の
オンコールとして呼ばれることが多く、忙しい⽇々を送っ
ていますが、救急の現場で⾃分の判断で動くことが要求さ

れ、経験として申し分ないと考えています。



循環期内科のスケジュール（例）
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

8：30～ 救急カンファ 救急カンファ 救急カンファ 救急カンファ 救急カンファ

9：00～ 病棟回診 病棟回診 病棟回診 病棟回診 病棟回診

9：30～ 総合内科外来 カテーテル検査 カテーテル検査 病棟業務 病棟業務

12：30～ 外来カンファ 外来カンファ 外来カンファ 外来カンファ 外来カンファ

13：00～ 病棟業務 病棟業務 ER当番 病棟業務 病棟業務

16：00～ ハートチームカ
ンファ

心臓外科内科
カンファ

内科カンファ

17：00～ 循環期カンファ 循環期カン
ファ・抄読会

循環期カンファ 循環期カンファ 循環期カンファ


